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開運きんかん贈呈式開運きんかん贈呈式
開運 ・健康を願って！！開運 ・健康を願って！！



■表紙の写真説明

２月号　目 次

２広報さつま３ 広報さつま

「開運きんかん」で開運を願う

２　平成26年消防出初式　　

６　行革情報

４　町成人式

５　新庁舎へ引越します

10　まちのニュース

16　シリーズ
　　子どもたちが元気！
　　学校が元気！

17　保健師だより

21　お便り紹介

18　くらしの情報

24　人・夢
　　休日在宅医・薬局

23　誕生・おくやみ
　　１歳で～す

薗田会長より贈られたきんかんを試食
する宮之城中学校３年今東大晟さん

たいせい

　１月２１日、ＪＡ北さつま金柑

部会（薗田武德会長ほか２２名）

は、町内の小・中学校に「開運き

んかん」のブランドで販売してい

るハウス金柑約５０㎏を贈りまし

た。これは、町の特産であるハウ

ス金柑を食べて風邪の予防と開運

を願ったもので、町内の神社で祈

願もしてもらいました。贈られた

金柑は、この日の給食に提供され、

子どもたちは大きな金柑を口いっ

ぱいに頬張っていました。

　　

１
月
12
日
、
新
春
恒
例
の
「
消

防
出
初
式
」
が
宮
之
城
総
合
運
動

公
園
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
消
防
団
員
や
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
な
ど
約
６
０
０
名
が
参

加
し
て
、
今
年
一
年
が
災
害
の
な

い
年
で
あ
る
よ
う
願
う
と
と
も
に
、

防
火
・
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
日
髙
町
長
が
「
国
内

外
で
発
生
し
て
い
る
大
規
模
災
害

の
教
訓
を
身
近
な
も
の
と
し
て
捉

え
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
安
全
安

心
な
生
活
が
確
保
で
き
る
よ
う
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
消
防

団
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
活
動
に
対
し
て
功

績
の
あ
っ
た
団
員
の
表
彰
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
力
強
い
分
列
行
進
や

規
律
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◎
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
名
）

▼
団
本
部　

宮
脇
純
治

◎
日
本
消
防
協
会
精
績
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
名
）

▼
団
本
部　

宮
脇
純
治

◎
日
本
消
防
協
会
勤
続
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
名
）

▼
平
川
分
団　

酒
匂
和
彦
▼
中
津

川
分
団　

江
藤
繁
隆

◎
日
本
消
防
協
会
消
防
団
員
家
族

　
表
彰
　
　
　
　
　
　
（
２
組
）

▼
団
本
部
・
山
崎
分
団　

末
吉
義

人
・
末
吉
克
典
・
末
吉
秀
樹
▼
永

野
分
団　

森
山
隆
美
・
森
山
茂
・

森
山
修

◎
鹿
児
島
県
消
防
協
会
功
績
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
名
）

▼
中
央
分
団　

河
本
修
二
・
春
山

智
▼
佐
志
分
団　

伊
地
知
和
美
▼

湯
田
分
団　

手
塚
良
平
▼
二
渡
分

団　

佐
藤
栄
作
・
有
馬
次
雄
▼
久

富
木
分
団　

宇
都
山
幸
一
・
宇
都

宮
貞
一
・
濵
田
誠
・
中
山
公
一
▼

一
ツ
木
分
団　

有
村
康
隆
・
阿
久

根
覚
▼
鶴
田
分
団　

田
畑
和
成
▼

神
子
分
団　

栗
野
行
男
▼
柏
原
分

団　

永
野
則
雄
▼
南
求
名
分
団　

上
和
男

◎
鹿
児
島
県
消
防
協
会
精
績
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
名
）

▼
佐
志
分
団　

豊
増
浩
三
▼
船
木

分
団　

迫
田
秋
廣
・
永
山
裕
也
▼

山
崎
分
団　

柚
木
久
幸
▼
二
渡
分

団　

南
征
広
▼
久
富
木
分
団　

上

畝
浩
▼
平
川
分
団　

登
尾
浩
二
▼

白
男
川
分
団　

原
田
英
雄
▼
泊
野

分
団　

平
野
深
美
▼
鶴
田
分
団　

祁
答
院
稔
▼
永
野
分
団　

村
上
一

德
・
上
祐
輔
▼
求
名
分
団　

本
村

広
充
▼
中
津
川
分
団　

神
馬
場
章

◎
鹿
児
島
県
知
事
表
彰
（
10
年
勤
続
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
24
名
）

▼
川
原
分
団　

吉
村
茂
樹
▼
虎
居

分
団　

野
田
宏
忠
▼
時
吉
分
団　

髙
田
竜
一
▼
佐
志
分
団　

桐
野
靖

禎
・
引
地
隆
雄
・
髙
木
公
一
▼
湯

田
分
団　

小
緑
光
宏
・
岸
良
聡
▼

船
木
分
団　

大
迫
照
明
▼
山
崎
分

団　

今
村
博
▼
平
川
分
団　

中
園

英
紀
▼
白
男
川
分
団　

内
村
浩

二
・
栗
山
勝
己
▼
泊
野
分
団　

緒

方
三
郎
・
三
腰
栄
治
▼
鶴
田
分
団

宮
之
原
敏
悟
・
宮
之
原
満
雄
▼

柏
原
分
団　

吉
留
信
介
▼
柊
野
分

団　

東
條
進
・
東
條
貞
美
▼
永
野

分
団　

森
山
茂
▼
南
求
名
分
団　

東
五
月
男
▼
中
津
川
分
団　

松
下

友
美
・
段
博
幸

◎
消
防
庁
長
官
感
謝
状
（
19
名
）

▼
元
団
本
部　

宮
脇
純
治
・
西
田

強
▼
元
佐
志
分
団　

小
川
内
繁
▼

元
船
木
分
団　

紺
屋
義
盛
・
別
府

充
幸
▼
元
山
崎
分
団　

川
畑
嘉
兼
・

柚
木
久
幸
▼
元
二
渡
分
団　

有
馬

次
雄
・
折
小
野
一
三
▼
元
久
富
木

分
団　

田
原
俊
治
▼
元
一
ツ
木
分

団　

山
口
岩
男
▼
元
鶴
田
分
団　

萩
木
塲
畩
生
・
山
口
好
美
▼
元
神

子
分
団　

外
園
忠
久
▼
元
柊
野
分

団　

別
府
十
治
▼
元
求
名
分
団　

外
囿
良
幸
・
神
囿
義
治
▼
元
中
津

川
分
団　

江
藤
繁
隆
・
神
馬
場
章

◎
薩
摩
支
部
永
年
勤
続
（
25
年
）
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
名
）

▼
佐
志
分
団　

久
保
辰
朗
▼
船
木

分
団　

森
囿
健
太
郎
▼
山
崎
分
団

永
福
幸
士
▼
鶴
田
分
団　

海
江
田

隆
▼
神
子
分
団　

野
元
浩
幸
▼
柏

原
分
団　

下
屋
敷
真
二
▼
柊
野
分

団　

前
野
浩
司
・
木
塲
秀
光
▼
永

野
分
団　

有
馬
正
純
▼
中
津
川
分

団　

野
上
義
久

◎
薩
摩
支
部
永
年
勤
続
（
15
年
）
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
23
名
）

▼
中
央
分
団　

二
ツ
木
格
▼
川
原

分
団　

大
迫
智
己
▼
時
吉
分
団　

下
田
保
幸
▼
二
渡
分
団　

吉
田
昭

一
・
折
小
野
正
喜
・
徳
留
克
彦
▼

久
富
木
分
団　

中
山
忠
文
・
三
浦

辰
男
・
宇
都
宮
貞
二
・
上
村
一
美

▼
平
川
分
団　

岸
良
嘉
彦
・
井
上

貢
・
日
髙
克
己
▼
一
ツ
木
分
団　

中
村
浩
二
▼
鶴
田
分
団　

平
島
賢

一
▼
神
子
分
団　

野
屋
宏
▼
紫
尾

分
団　

王
子
野
雅
臣
▼
永
野
分
団

新
地
重
敏
・
森
山
隆
美
・
吉
原
弘

之
▼
求
名
分
団　

菊
野
祐
二
・
野

元
益
美
▼
南
求
名
分
団　

淵
脇
利

夫◎
さ
つ
ま
町
長
表
彰
（
23
名
）

▼
虎
居
分
団　

野
田
宏
忠
▼
時
吉

分
団　

髙
田
竜
一
▼
佐
志
分
団　

桐
野
靖
禎
・
引
地
隆
雄
・
髙
木
公

一
▼
湯
田
分
団　

小
緑
光
宏
・
岸

良
聡
▼
船
木
分
団　

大
迫
照
明
▼

山
崎
分
団　

今
村
博
▼
平
川
分
団

中
園
英
紀
▼
白
男
川
分
団　

内
村

浩
二
・
栗
山
勝
己
▼
泊
野
分
団　

緒
方
三
郎
・
三
腰
栄
治
▼
鶴
田
分

団　

宮
之
原
敏
悟
・
原
田
満
雄
・

園
田
岳
志
▼
柊
野
分
団　

東
條

進
・
東
條
貞
美
▼
永
野
分
団　

森

山
茂
▼
南
求
名
分
団　

東
五
月
男

▼
中
津
川
分
団　

松
下
友
美
・
段

博
幸

◎
さ
つ
ま
町
長
感
謝
状
（
20
名
）

▼
元
団
本
部　

宮
脇
純
治
・
西
田

強
▼
元
佐
志
分
団　

小
川
内
繁
▼

元
船
木
分
団　

紺
屋
義
盛
・
別
府

充
幸
▼
元
山
崎
分
団　

川
畑
嘉
兼
・

柚
木
久
幸
▼
元
二
渡
分
団　

有
馬

次
雄
・
折
小
野
一
三
▼
元
久
富
木

分
団　

田
原
俊
治
▼
元
一
ツ
木
分

団　

山
口
岩
男
▼
元
鶴
田
分
団　

萩
木
塲
畩
生
・
山
口
好
美
▼
元
神

子
分
団　

下
大
迫
廣
幸
・
木
場
浩

幸
▼
元
柊
野
分
団　

別
府
十
治
▼

元
求
名
分
団　

外
囿
良
幸
・
神
囿

義
治
▼
元
中
津
川
分
団　

江
藤
繁

隆
・
神
馬
場
章

消
防
職
員
関
係
表
彰

◎
全
国
消
防
長
会
消
防
特
別
功
労

　
表
彰

▼
消
防
司
令
長　

髙
木
卓
朗

◎
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章

▼
消
防
司
令　

若
松
良
尚

◎
県
消
防
協
会
功
績
章

▼
消
防
士
長　

鷹
屋
元
一
・
河
野

秀
樹

◎
県
消
防
協
会
精
績
章

▼
消
防
士
長　

大
重
俊
樹
・
村
田

健
一

◎
薩
摩
支
部
勤
続
章

▼
消
防
士
長　

栗
山
紀
博
・
朝
倉

利
博

消防団員によるポンプ操法

幼年消防クラブによる規律訓練

幼年消防クラブによる「防火の誓い」

鶴田方面隊による規律訓練 幼年消防クラブによる元気な分列行進表彰式の様子

町長らによる観閲の様子

今年１年の無災害を願う今年１年の無災害を願う

平
成
26
年
消
防
出
初
式

平
成
26
年
消
防
出
初
式



５ 広報さつま ４広報さつま

　

１
月
４
日
、
町
成
人
式
が
宮
之
城
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
２
２
１
名
の
新
成
人
が
参
加
し
、

多
く
の
来
賓
・
関
係
者
に
見
守
ら
れ
大
人

の
仲
間
入
り
の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

　

式
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
参
加
者
が

各
出
身
中
学
校
の
校
歌
を
斉
唱
す
る
「
第

３
回
中
学
校
対
抗
校
歌
歌
合
戦
」
が
行
わ

れ
、
薩
摩
中
学
校
が
優
勝
し
、
３
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恩
師
激
励
の
こ
と
ば
と
し
て
、

中
学
３
年
時
の
担
任
の
先
生
６
名
が
、
新

成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

実行委員の皆さん

に聞いてみました。

大
人
の
仲
間
入
り

平
成
26
年

町
成
人
式

薩
摩
中
３
連
覇

校歌歌合戦で優勝した薩摩中学校出身の参加者

新
成
人
の
主
張

　

嵐
訓
一
さ
ん

▲

新
成
人
の
主
張

　

市
来
奈
々
さ
ん　

▲

謝
辞
を
述
べ
る

　

実
行
委
員
長

　
　
　

宮
脇
諒
さ
ん

▲

　
　
　
　

実
行
委
員
を
す
る
前
の
成
人
式

　
　
　
　

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
？

・
み
ん
な
に
会
え
る
こ
と
が
楽
し
み
。

・
式
で
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
分
か
ら

な
い
。

・
偉
い
人
の
話
を
聞
く
だ
け
で
、
特
に
面

白
み
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て

い
た
。

　
　
　
　

実
行
委
員
を
や
り
遂
げ
た
後
の

　
　
　
　

成
人
式
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

・
人
生
で
１
度
し
か
な
い
成
人
式
で
、
役

を
与
え
て
も
ら
い
大
変
だ
っ
た
け
ど
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

・
新
た
な
気
持
ち
に
な
れ
る
式
で
し
た
。

・
自
分
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
た
く
さ
ん

の
人
か
ら
祝
福
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
た
。

　
　
　
　

実
行
委
員
を
経
験
し
て
何
が
変

　
　
　
　

わ
り
ま
し
た
か
？

・
人
前
で
堂
々
と
し
て
い
ら
れ
る
度
胸
が

つ
い
た
。

・
み
ん
な
を
ま
と
め
る
こ
と
の
大
変
さ
を

感
じ
た
。

・
成
人
式
は
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
た
く

さ
ん
の
人
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
。
自
分
の
身
の
回
り
の
生
活
に
も

支
え
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
ん

だ
と
思
っ
た
。

　
　
　
　

実
行
委
員
を
経
験
し
て
よ
か
っ

　
　
　
　

た
こ
と
は
何
で
す
か
？

・
み
ん
な
か
ら
の
お
礼
の
言
葉
が
何
よ
り

う
れ
し
か
っ
た
。

・
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
。

・
実
行
委
員
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
な

ん
と
な
く
参
加
す
る
だ
け
だ
っ
た
も
の

が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
っ
た
。

　
　
　
　

来
年
（
平
成
27
年
）
成
人
式
を

　
　
　
　

迎
え
る
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

　
　
　
　

願
い
し
ま
す
。

・
自
分
た
ち
が
主
役
に
な
る
場
で
す
。

・
実
行
委
員
が
盛
り
上
げ
て
い
い
成
人
式

に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
自
分
た
ち
ら
し
い
成
人
式
に
し
て
く
だ

さ
い
。
必
ず
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

Ｑ＆ＡＱ＆Ａ
成人式成人式

成人式実行委員の皆さん

　

平
成
24
年
11
月
か
ら
建
設
工
事
を
す
す
め
て

ま
い
り
ま
し
た
新
庁
舎
が
完
成
し
、
２
月
、
次

の
日
程
で
移
転
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

移
転
作
業
は
、
閉
庁
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
）
を
利
用
し
行
い
ま
す
が
、
階
層
ご
と
に
移

転
を
行
う
た
め
３
週
間
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ

の
間
、
新
庁
舎
と
現
在
の
庁
舎
に
分
か
れ
て
業

務
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
周
辺
は
外
構
工
事
中
で
す
の

で
、
敷
地
内
の
駐
車
場
が
た
い
へ
ん
狭
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

満
車
の
場
合
は
、
役
場
北
側
の
旧
堀
之
内
製
糸

跡
地
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
案
内
板
を
設
置

し
て
い
ま
す
）

Ｈ26.２.24仮開庁

　この販売代金につきましては、今後、物産館の室内灯や外灯、防犯灯のＬＥＤ化など地球温

暖化対策に活用します。

　なお、「かごしまエコファンド制度」は事業者等が自ら削減できない二酸化炭素排出量分を、

間伐等の森林整備による削減活動に投資することによりその埋め合わせをする仕組みです。

　町では、『霊峰「紫尾山」に抱かれたさつま町の森林づくりによるエコプロジェクト』として、町有林の

間伐を行い、325ｔ分の二酸化炭素吸収量の認証を受け、次の事業所にその一部を購入して頂きました。

かごしまエコファンド制度の取組状況

祝祝

Ｑ
１

Ｑ
２

Ｑ
３

Ｑ
４

Ｑ
５

２
月
８
日
か
ら
新
庁
舎
へ

引
越
し
開
始

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
庁
舎
建
設
推
進
室
　
庁
舎
建
設
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
３
７
）

公用車

駐車場

来庁者駐車場
（旧堀之内製糸跡地）

盈進小学校

プラッセ
　だいわ

さつま町役場

新庁舎

　　建設場所

駐車場

鉄
道
記
念
館

２６７

来庁者駐車場案内図 新庁舎での業務開始日程

Ｈ26.２.24開始(Ｈ26.２.21まで現在地)

Ｈ26.２.17開始(Ｈ26.２.14までは現在地)

Ｈ26.２.10開始(Ｈ26.２.７までは現在地)

教育委員会　総務課・学校教育課・

社会教育課（文化課を除く）

商工観光課、監査委員事務局、

議会事務局

総務課、安全安心対策課

税務課、会計課、町民課、環境課、

健康増進課、介護保険課、福祉課

建設課、水道課、財政課、企画課

１Ｆ

2Ｆ

2Ｆ

3Ｆ

環境テクノス株式会社

※ 詳しくは、かごしまエコファンドのホームページ（http://kagoshima-ecofund.jp）か、耕地林業課林務係まで

お問い合わせください。　　【お問い合わせ先】耕地林業課　林務係　☎53－1111（内線2432）

平日の午前７時から

８時30分までは通行

できません



行

革

情

報

再編前

総務課

安全安心対策課

企画課

財政課

町民課

環境課

社会教育課

文化課

再編後

総務課

企画財政課

財産管理課

町民環境課

社会教育課

企画課　企業誘致対策室 商工観光課　企業誘致対策室

主
な
課
等
の

　
　 
　
再
編

行政改革審議会の様子

（平成26年
　４月１日から）

７ 広報さつま ６広報さつま

　
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
（
計
画
期
間…

Ｈ
22
～
Ｈ
26
）
に
基
づ
き
、
効
率
的

な
行
政
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
第
１
回
の
行
政
改
革
審
議
会

を
12
月
18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
審
議
会
で
は
、
「
平
成
24
年
度
行
政
改
革
の
実
績
・
組
織
再
編
」
に
つ
い
て

審
議
が
な
さ
れ
、
委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
（
計
画
期
間…

Ｈ
22
～
Ｈ
26
）
に
基
づ
き
、
効
率
的

な
行
政
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
第
１
回
の
行
政
改
革
審
議
会

を
12
月
18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
審
議
会
で
は
、
「
平
成
24
年
度
行
政
改
革
の
実
績
・
組
織
再
編
」
に
つ
い
て

審
議
が
な
さ
れ
、
委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　①当初予算及び歳出決算の推移（普通会計）　　　　　　　　　　　    （単位：億円）

○２４年度当初予算１２６億円に補正予算を積み上げた結果、歳出決算は１４５億円となり、
前年度と比較し庁舎建設等の影響で増加しました。

○歳出決算は、合併直後の１７年度１５７億円が、財政健全化へ取組の結果、２４年度で１４５
億円となり、１２億円減少しました。

　②基金（貯金）の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　（単位：億円）

○これまで国の経済対策事業の活用や行政改革の推進により、一定額を積み立てることができ
ました。

○今後、国からの交付税の減少、公共施設の維持管理費の増加等が予想され、将来に備える必
要があります。

　③経常収支比率（ゆとりの程度）の推移　　　　　　　　　　　　　      （単位：％）

○お金の使い道にどれ位余裕があるかを表す比率で、低いほど余裕があります。家計に例える
と、食費・光熱水費・住宅ローンなど毎月必ず必要な生活費の割合です。

○比率は、ある程度改善されましたが、今後においては、国からの地方交付税の伸びが期待で
きないことから、９０％以上で推移すると予想されます。

④実質公債費（返済金）比率等の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％、億円）

○町の返済金の割合で、家計にたとえると、家や車などのローンの支払いが年収の何％になる
かを見る割合です。

○比率改善の目標１８％を下回りましたが、県内の団体と比較をすると、まだ高い位置にある
ため、更なる改善の努力が必要です。

⑤町定員管理計画による職員数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

○後期５か年（H22～H26）計画を見直し、２７年度を３２５名とする計画で、合併当時４２５
名が１０年間で１００名減少する見込みです。

○２５年４月１日の職員数は３４９名で、計画どおり推移しています。

　

本
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
県
か

ら
の
権
限
移
譲
、
社
会
保
障
分
野
等

の
需
要
の
増
大
、
普
通
交
付
税
の
段

階
的
縮
減
（
Ｈ
27
〜
Ｈ
31
）
、
町
定

員
管
理
計
画
に
基
づ
く
職
員
数
の
減

少
等
に
よ
り
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

平
成
17
年
３
月
の
合
併
に
よ
る
新

町
誕
生
か
ら
９
年
目
を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
を
は
じ

め
、
定
員
適
正
化
計
画
（
10
年
間
で

４
２
５
人
↓
３
２
５
人
）
・
公
債
費

負
担
適
正
化
計
画
（
Ｈ
22
目
標
達
成

18
％
以
内
）
の
策
定
・
組
織
機
構
の

改
編
・
給
与
の
適
正
化
・
施
設
の
譲

渡
・
廃
止
・
使
用
料
の
見
直
し
・
事

務
事
業
評
価
の
導
入
な
ど
様
々
な
行

財
政
改
革
と
財
政
健
全
化
へ
の
取
組

を
推
進
し
た
結
果
、
財
政
状
況
の
改

善
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
新
た
な
政
策
課
題
や
高

度
・
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
さ
ら
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
る
よ
う

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。 　
　

　

本
町
の
組
織
再
編
は
、
こ
れ
ま
で

に
、
行
政
改
革
大
綱
の
基
本
方
針
の

１
つ
で
あ
り
ま
す
「
組
織
機
構
の
再

編
と
人
材
育
成
」
に
基
づ
き
、
年
次

的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
３
回

目
の
大
き
な
組
織
再
編
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と

を
視
野
に
、
職
員
の
定
員
管
理
等
を

考
慮
し
な
が
ら
、
住
民
に
分
か
り
や

す
く
、
組
織
内
に
お
い
て
総
合
的
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
る
よ
う

効
率
的
で
、
ス
リ
ム
な
組
織
再
編
を

図
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
課
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

25
年
４
月
で
、
局
・
室
・
署
・
支
所

を
含
み
33
課
で
あ
り
ま
す
が
、
再
編

後
の
26
年
４
月
で
は
、
28
課
と
な
る

見
込
み
で
、
５
つ
の
課
が
減
少
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

比　率 20.2 19.9 19.5 18.5 18.0 16.6 15.5 13.6

借入金残高 236 230 217 203 191 179 168 164

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

比　率 100.4 98.1 98.2 98.0 91.4 85.8 89.1 88.4

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

基金総額 17 18 20 22 30 41 51 57

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

当初予算 152 138 136 129 128 128 128 126

歳出決算 157 162 155 139 151 147 141 145

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

目　標 425 418 407 392 377 361 355 351

実  績 425 411 408 392 375 361 354 353

H25

350

349

（１）
平
成
24
年
度

　
行
政
改
革
の
実
績

第
１
回 

行
政
改
革
審
議
会
を
開
催

【財政状況の推移】
（２）
組
織
再
編
の

　
　
　
お
知
ら
せ
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　粒子線は従来の放射線とは異なり、

止まる位置でエネルギーが最大にな

るという物理的特徴があります。そ

の為、体の中のがん病巣のみを狙い

撃ちできるので、まわりの正常組織

への影響を最小限に抑えることが可

能です。治療中は痛みや熱など何も

感じることはありません。

■粒子線治療の 4つの特徴

①治療開始前に治療日数が確定。

   （予定が立てやすい）

②仕事や日常生活を続けながら、

　外来での治療が可能。

③高齢者や基礎疾患を持っている方に

　も優しい治療。

④治療後の社会復帰が容易。

　がんは、患者さんだけでなく
家族にとってもつらい病気です。
一般的に入院して治療を受ける
患者さんは、家族と離れての生
活になります。メディポリスが
ん粒子線治療研究センターでは、
敷地内にある宿泊・運動施設と
の連携で、家族も一緒に滞在す
ることが可能です。のんびりと
くつろぎながら豊かな気持ちで
家族と滞在し、励ましを受けな
がら治療する新しいスタイルの
医療施設です。

メディポリス指宿の
がん粒子線治療とは？

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

民
間
委
託
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
度
よ
り
さ
つ
ま
町
独

自
の
少
子
化
対
策
の
制
度
と
し
て
、

３
人
以
上
の
児
童
を
養
育
す
る
者

に
対
し
、
児
童
の
健
全
育
成
と
児

童
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
「
さ
つ
ま
町
す
こ
や

か
子
育
て
支
援
手
当
」
の
支
給
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
子
育
て
支

援
策
が
充
実
さ
れ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
平
成
26
年
３
月
末
を
も
っ
て

廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
国
の
制
度
で
あ
る
児
童

手
当
は
、
従
来
ど
お
り
支
給
さ
れ

ま
す
。　

■
廃
止
の
理
由

　

本
町
の
子
育
て
支
援
策
が
次
の
と

お
り
拡
充
さ
れ
た
た
め
、
廃
止
さ

れ
る
も
の
で
す
。

【
国
・
県
】

①
児
童
手
当
や
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
事
業
な
ど
の
制
度
拡
充
。

【
町
】

②
各
種
任
意
予
防
接
種
（
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
、
Ｂ
型
肝
炎
、
お
た
ふ
く
風

邪
、
水
ぼ
う
そ
う
等
）
の
一
部
助

成
制
度

③
保
育
料
の
軽
減
措
置
等

④
医
療
費
無
料
化
の
対
象
者
拡
大

（
小
学
校
就
学
前
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
拡
大
、
平
成
26
年
１
月
診

療
分
か
ら
適
用
）

■
廃
止
す
る
制
度
の
内
容

　

手
当
の
受
給
資
格
は
、
さ
つ
ま
町

に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住
し
て
い

る
者
で
あ
り
、
満
18
歳
未
満
の
児
童

を
３
人
以
上
養
育
し
、
対
象
児
童
の

第
３
子
以
降
の
６
歳
未
満
の
子
ど
も

に
対
し
支
給
。
（
一
人
当
た
り
二
，
五
〇
〇
円
）

　

受
給
期
間
は
、
対
象
児
童
が
受
給

資
格
を
取
得
し
た
日
の
翌
月
か
ら
満

６
歳
に
到
達
す
る
月
ま
で
支
給
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
つ
ま
町
役
場

　
　

☎
（
53
）
１
１
１
１

・
福
祉
課　

子
ど
も
福
祉
係

　
　
　
　

（
内
線
２
１
３
３
）

・
鶴
田
支
所　

保
健
福
祉
係

　
　
　
　

（
内
線
４
１
１
４
）

・
薩
摩
支
所　

保
健
福
祉
係

　
　
　
　

（
内
線
６
１
２
４
）

五
か
年
で
４
つ
の
柱
と

14
の
項
目
を
掲
げ
推
進

し
て
い
る
行
政
改
革
計
画
の
全

体
的
な
進
捗
度
に
つ
い
て

Ｑ
２

地
元
管
理
の
温
泉
関
連

施
設
の
指
定
管
理
継
続

と
施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て

Ｑ
３

Ｑ
１

定
員
管
理
計
画
に
あ
る

職
員
数
３
２
５
名
の
適

正
に
つ
い
て

Ｑ
４

以
前
は
、
実
質
公
債
費
比

率
が
20
％
を
越
え
て
お
り
、

町
が
借
り
入
れ
を
す
る
際
に
県
に

許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
改
善

の
努
力
は
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
県
内
で
は
ワ
ー
ス
ト
10
で
あ

る
。
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
５

学
校
再
編
は
、
「
適
正

化
計
画
」
見
直
し
案
の

と
お
り
決
ま
っ
た
の
か
に
つ
い

て Ｑ
６

９ 広報さつま ８広報さつま

　
【
Ａ
１
】　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

24
年
度
か
ら
ご
み
を
炉
の
中
に
入
れ

込
む
作
業
の
一
部
を
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
に
は
ク
レ
ー
ン
等

の
機
械
運
転
、
最
終
処
分
場
管
理
に

つ
い
て
も
、
専
門
の
業
者
に
民
間
委

託
を
す
る
こ
と
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
町
ご

と
に
設
置
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

小
学
生
、
中
学
生
が
少
な
く
な
り
、

宮
之
城
セ
ン
タ
ー
に
ま
と
め
ま
す
。

施
設
改
修
に
費
用
が
か
か
る
こ
と
も

あ
り
、
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
学

校
再
編
や
職
員
の
退
職
を
考
慮
し
な

が
ら
判
断
し
ま
す
。

【
Ａ
２
】　

経
常
収
支
比
率
や
実
質

公
債
費
比
率
な
ど
数
値
化
で
き
る
項

目
に
つ
い
て
は
、
目
標
数
値
を
定
め

て
お
り
、
目
標
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

数
値
目
標
に
表
せ
な
い
部
分
に
つ
い

て
は
、
項
目
ご
と
に
進
捗
の
度
合
い

が
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
公
共
施
設
に
つ
い
て
管

理
の
在
り
方
が
大
き
な
課
題
と
な
り
、

施
設
に
よ
っ
て
は
、
民
間
譲
渡
、
売

却
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

町
と
し
て
管
理
す
る
施
設
は
、
適
時

に
補
修
等
を
行
い
、
施
設
の
長
寿
命

化
に
つ
な
げ
ま
す
。

【
Ａ
３
】　

温
泉
関
連
施
設
は
、
地

域
の
要
望
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化

の
拠
点
と
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。
年

数
が
経
つ
と
施
設
の
維
持
管
理
に
多

額
の
経
費
が
か
か
る
た
め
、
地
元
で

管
理
し
て
い
る
も
の
は
今
後
も
町
で

維
持
補
修
を
し
ま
す
。
な
お
、
現
在

の
指
定
管
理
期
間
は
平
成
22
年
度
か

ら
27
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
後
、
新
た
に
選
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
Ａ
４
】　

平
成
27
年
４
月
１
日

を
目
標
と
し
、
合
併
か
ら
１
０
０
名

減
じ
る
３
２
５
名
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
退
職
者
数
に
対
し
、採
用
を

抑
え
て
き
ま
し
た
。
旧
消
防
組
合
と

旧
衛
生
処
理
組
合
の
業
務
が
、
さ
つ

ま
町
単
独
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
職

員
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
県
か

ら
の
権
限
移
譲
事
務
や
新
た
な
事
務

事
業
も
増
え
て
お
り
、
目
標
を
達
成

し
た
後
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ

せ
な
い
よ
う
に
、
27
年
度
以
降
の
定

員
管
理
計
画
を
新
た
に
策
定
し
ま
す
。

【
Ａ
５
】　

現
在
は
比
率
を
下
げ
県

の
許
可
は
不
要
で
す
が
、
24
年
度
実

質
公
債
費
比
率
の
13
．
６
％
は
高
い

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
学
校
や
町
道

な
ど
整
備
が
必
要
な
施
設
も
あ
り
ま

す
が
、借
入
れ
額
の
上
限
を
設
け
、ま

た
、基
金
を
活
用
す
る
な
ど
、で
き
る

だ
け
借
り
入
れ
を
抑
え
て
い
き
ま
す
。

【
Ａ
６
】　

現
在
、
第
２
次
計
画
案

と
い
う
こ
と
で
、
説
明
会
を
実
施
し
、

出
さ
れ
た
意
見
等
を
参
考
に
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
の
計
画
で
す
が
議

論
を
つ
く
し
、
最
終
的
に
は
議
会
の

議
決
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

寄稿：宮里貢さん(東京都調布市)

　
１
月
11
日
、
関
東
地
区
で
初
め
て
の
佐
志

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
関
東
に
は
、
さ
つ
ま
町
各
地
域
の
郷
土
会

が
あ
り
ま
す
が
、
佐
志
会
の
集
ま
り
は
初
め

て
と
な
り
ま
す
。
昭
和
16
年
か
ら
昭
和
22
年

生
ま
れ
の
方
々
が
中
心
と
な
り
、
東
京
江
戸

川
区
の
割
烹
寿
賀
多
（
女
将
さ
ん
が
佐
志
出

身
）
で
開
催
さ
れ
、
19
人
が
集
ま
り
、
出
身

地
と
世
代
を
超
え
て
カ
ラ
イ
モ
語
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
関
東
求
名
会
も
同
店
に
お
い
て

新
年
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
さ
な
が
ら
、

さ
つ
ま
町
で
宴
会
を
や
っ
て
い
る
雰
囲
気
と

な
り
ま
し
た
。 

　
今
後
、
佐
志
会
は
出
来
る
限
り
多
く
の
人

に
声
掛
け
し
て
、
第
２
回
目
に
繋
げ
て
い
く

予
定
で
す
。 

写真提供：松坂繁毅さん(東京都多摩市)
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お
話
の
部
屋
ス
ペ
シ
ャ
ル
開
催

ガ
ラ
ス
工
芸
体
験

ゆ
ず
で

湯
っ
た
り

さ
つ
ま
カ
ッ
プ
バ
レ
ー
開
催

し
め
縄
作
り
で
高
齢
者
と
ふ
れ
あ
い

旭日単光章を授章

松原充郎さん

湯
田
区
営
温
泉

山
崎
小
学
校

強
豪
校
多
数
参
加

中
央
地
区 

餅
つ
き
大
会

サ
ン
タ
や
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
も
登
場

さ
つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾

船
木
分
団
消
防
車
庫

地
区
の

　

防
災
拠
点
完
成

10広報さつま11 広報さつま

　　　　　

お
話
の
部
屋
ス
ペ
シ
ャ
ル
が
12

月
21
日
に
屋
地
楽
習
館
で
開
催
さ

れ
、
親
子
連
れ
や
小
学
生
な
ど
85

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

玄
関
ロ
ビ
ー
で
、
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
の
帽
子
と
上
着
を
つ
け
た
さ

つ
ま
る
ち
ゃ
ん
が
来
場
者
を
出
迎

え
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し

た
。
最
初
に
、
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん

も
一
緒
に
全
員
で
「
茶
碗
む
し
の

う
た
」
を
振
り
付
き
で
歌
っ
て
盛

り
上
が
っ
た
後
、
ク
リ
ス
マ
ス
に

ち
な
ん
だ
絵
本
や
紙
芝
居
を
中
心

に
、
読
み
聞
か
せ
や
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

途
中
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト

ナ
カ
イ
の
お
兄
さ
ん
（
町
青
年
団

員
）
も
登
場
。
最
後
は
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
に
合
わ
せ
て
全
員
で
ジ
ン

グ
ル
ベ
ル
を
歌
い
、
図
書
室
か
ら

の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
ト
ナ
カ
イ
の
お

兄
さ
ん
が
来
場
者
に
手
渡
し
ま
し

た
。
一
足
早
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受

け
取
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
と
て

も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
お
話
の
部
屋
ス

ペ
シ
ャ
ル
は
、
今
回
で
最
後
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
定
例
の
「
お
話
の
部

屋
」
に
つ
い
て
は
、
第
１
・
３
土

曜
日
に
こ
ど
も
図
書
館
で
、
第

２
・
４
土
曜
日
に
屋
地
楽
習
館
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
21
日
、
「
ガ
ラ
ス
工
芸
体

験
」
が
、
永
野
地
区
の
ガ
ラ
ス
工

芸
館
で
開
催
さ
れ
、
塾
生
22
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

ガ
ラ
ス
吹
き
体
験
で
は
、
施
設

職
員
の
指
導
の
も
と
、
窯
の
中
の

溶
け
た
ガ
ラ
ス
を
吹
き
、
竿
に
巻

き
取
り
、
膨
ら
ま
す
工
程
を
体
験
。

外
は
12
月
の
寒
空
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
作
業
場
は
窯
の
熱
気
で

汗
が
に
じ
む
ほ
ど
で
し
た
。
ガ
ラ

ス
細
工
体
験
（
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

作
り
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊

か
な
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。
国
内
外
で
高
い
評
価

を
受
け
る
産
業
が
町
内
に
あ
る
こ

と
を
学
び
、
郷
土
に
愛
着
と
誇
り

を
持
っ
た
心
豊
か
な
「
さ
つ
ま
っ

子
」
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　

船
木
分
団
消
防
車
庫
が
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
船
木
店
近
く
に
完
成

し
、
12
月
15
日
に
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
旧
消
防
車
庫
は
築

後
32
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
や
敷

地
の
狭
さ
な
ど
消
防
団
活
動
に
支

障
を
き
た
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

今
回
新
し
く
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
消
防
車
庫
は
、
鉄
骨
平

屋
建
77
㎡
で
、
車
庫
の
ほ
か
に
団

員
の
待
機
室
も
備
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
船
木
地
区
の
防
災
拠
点
及

び
住
民
へ
の
情
報
発
信
基
地
と
し

て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ガラス吹き体験

さつまるサンタも登場

　

冬
至
の
12
月
22
日
と
翌
23
日
、

「
ゆ
ず
湯
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
管
理
人
の
得
永
明
弘

さ
ん
が
知
り
合
い
に
ゆ
ず
を
わ
け

て
も
ら
い
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
約
１
万
個
が
準
備
さ

れ
ま
し
た
。
集
め
た
ゆ
ず
は
、
１

個
１
個
丁
寧
に
洗
わ
れ
、
男
女
の

浴
槽
に
均
等
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

入
浴
客
は
、
ゆ
ず
で
埋
め
つ
く

さ
れ
た
お
風
呂
に
浸
か
り
、
体
を

温
め
、
さ
わ
や
か
な
香
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゆ
ず
の
無
料
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
あ
り
、
訪
れ
た
人
は
自
宅
で

も
ゆ
ず
湯
を
楽
し
も
う
と
、
喜
ん

で
持
っ
て
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
17
日
、
山
崎
小
学
校
体
育

館
で
し
め
縄
作
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
高
齢
者
を
学

校
に
招
き
、
し
め
縄
の
作
り
方
を

学
ぶ
こ
と
で
、
高
齢
者
と
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
、
郷
土
を
愛
す
る
心

情
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

二
渡
公
民
会
高
齢
者
ク
ラ
ブ
員

10
人
に
よ
る
指
導
の
も
と
、
５
年

生
児
童
26
人
は
作
業
を
開
始
。
し

め
縄
を
作
っ
た
こ
と
の
な
い
児
童

が
多
い
た
め
、
指
導
を
受
け
て
も

最
初
は
な
か
な
か
上
手
く
い
か
な

い
様
子
で
し
た
。

　

し
か
し
、
慣
れ
て
く
る
と
少
し

ず
つ
わ
ら
を
編
む
手
も
早
く
な
り

約
２
時
間
で
立
派
な
し
め
縄
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
「
自
宅
に
持
っ
て
帰
り

家
に
飾
り
ま
す
」
と
満
足
そ
う
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　

第
１
回
さ
つ
ま
カ
ッ
プ
高
校
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
（
町

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
、
町
観

光
特
産
品
協
会
共
催
）
が
11
月
30

日
か
ら
12
月
１
日
、
宮
之
城
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
大
会
に
は
県

内
９
校
、
県
外
７
校
（
宮
崎
、
熊

本
、
長
崎
、
福
岡
）
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
校
は
い
ず
れ
も
強
豪

校
で
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
学

校
も
含
ま
れ
て
お
り
、
見
応
え
の

あ
る
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全

力
で
プ
レ
ー
す
る
選
手
の
姿
は
見

る
人
に
感
動
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
技
術
向
上
と
、
交
流
人
口
の
拡

大
で
町
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

周
辺
で
は
町
特
産
品
の
販
売
も
行

わ
れ
、
お
土
産
と
し
て
購
入
す
る

関
係
者
に
盛
況
で
し
た
。

立派なしめ縄が出来ました

新しく完成した船木分団車庫

ゆずでいっぱいの浴槽

　12月21日、宮之城屋地区の中央公民会で恒例

の餅つき大会があり、地域の子どもからお年寄

りまで餅つきを楽しみました。

　つきあがった餅には、あんこが詰められ、地

域にある大前神社へお供えされ、地域のみんな

で年の瀬を祝いました。

ガラス細工体験(フォトフレーム作り）
丁寧に教えてもらいました

開会式の様子

餅
つ
き
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

受
賞
を
喜
ぶ
松
原
さ
ん

玄関ロビーでさつまるちゃんがお出迎え
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薩
摩
中
央
高
校

２
つ
の
中
央
校
交
流

盈
進
剣
道
ス
ポ
少

少
年
剣
道
教
育
奨
励
賞
を
受
賞

き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス
ト

九
州
大
会 

第
２
位

『
学
校
応
援
団
』

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

地
域
で
育
て
る

第
61
回
新
春
泳
ぎ
初
め

真
冬
の

川
内
川
で
初
泳
ぎ

第
15
回
南
九
州
市
か
わ
な
べ
青
の
俳
句
大
会

鶴
田
小
児
童
入
賞

平
川
小
学
校

泊
野
道
路
見
学
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新
年
を
迎
え
た
ば
か
り
の
元
日
、

宮
都
大
橋
上
流
の
川
原
町
河
川
敷

で
、
一
年
の
健
康
と
安
全
を
祈
願

す
る
新
春
泳
ぎ
初
め
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

泳
ぎ
初
め
は
、
昭
和
29
年
に
当

時
の
宮
之
城
高
校
水
泳
部
員
に
よ

っ
て
始
ま
り
、
今
回
で
第
61
回
と

い
う
歴
史
を
持
つ
元
日
恒
例
の
行

事
で
、
今
年
は
５
歳
か
ら
73
歳
ま

で
の
男
女
68
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
長
、
町
体
育
協
会
長
な
ど
に

よ
る
安
全
祈
願
の
後
、
気
温
11
℃
、

水
温
９
℃
の
中
、
薩
摩
神
道
流
に

よ
る
式
泳
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者

が
次
々
と
川
へ
入
る
と
、
見
物
者

か
ら
悲
鳴
に
も
似
た
歓
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。

　

冷
た
さ
の
あ
ま
り
、
泣
き
出
し

て
し
ま
う
幼
稚
園
児
や
、
い
き
な

り
頭
か
ら
飛
び
込
む
強
者
な
ど
、

全
員
が
果
敢
に
真
冬
の
川
内
川
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

初
泳
ぎ
を
終
え
震
え
な
が
ら
川

か
ら
あ
が
っ
た
参
加
者
は
、
た
き

火
を
囲
み
な
が
ら
用
意
さ
れ
た
ぜ

ん
ざ
い
を
食
べ
、
冷
え
切
っ
た
体

を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
と
３

人
で
参
加
し
た
藤
田
幸
輝
君
（
６

歳
）
は
、
「
寒
か
っ
た
け
ど
、
お

も
し
ろ
か
っ
た
。
ま
た
来
年
泳
ぎ

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

鶴
田
小
児
童
が
南
九
州
市

か
わ
な
べ
青
の
俳
句
大
会
で

多
数
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
毎
年
こ
の
大
会

に
向
け
て
学
校
全
体
で
取
り

組
ん
で
お
り
、
夏
休
み
を
中

心
に
句
を
作
り
ま
し
た
。

　

入
賞
し
た
６
年
生
の
下
大

迫
龍
成
さ
ん
は
、
「
夏
の
試

合
で
打
っ
た
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

俳
句
に
し
ま
し
た
。
入
賞
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

12
月
18
日
、
北
薩
横
断
道
路

（
泊
野
道
路
）
現
場
見
学
会
が
行

わ
れ
、
平
川
小
児
童
20
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
児
童
は
工
事
の
概
要

に
つ
い
て
、
北
薩
地
域
振
興
局
と

コ
ー
ア
ツ
工
業
㈱
の
担
当
者
か
ら

説
明
を
受
け
、
熱
心
に
メ
モ
を
と

っ
て
い
ま
し
た
。

　

北
薩
横
断
道
路
泊
野
９
号
橋
架

建
設
現
場
で
は
、
ク
レ
ー
ン
車
の

操
作
を
し
た
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

板
に
絵
や
言
葉
を
記
入
し
ま
し
た
。

こ
の
板
は
橋
の
下
に
設
置
さ
れ
る

も
の
で
、
完
成
後
は
道
路
下
か
ら

見
え
る
そ
う
で
す
。

　

見
学
後
、
児
童
は
「
普
段
見
て

い
る
ク
レ
ー
ン
車
に
乗
る
こ
と
が

で
き
、
感
動
し
ま
し
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

参加した藤田さん親子（左３人）

後列左から松永さん、栗牧さん、田畑さん、柿川先生
前列左から　下大迫さん、上大迫さん、折橋さん、武さん、髙下さん

測量機器の説明を受ける児童

真冬の川内川に挑みました！

　

12
月
24
日
、
薩
摩
中
央
高
校
と

鹿
児
島
中
央
高
校
と
の
交
流
会
が

鹿
児
島
中
央
高
校
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
両
校
名
に

「
中
央
」
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が

縁
で
、
両
校
生
徒
会
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

薩
摩
中
央
高
校
か
ら
は
、
１
・

２
年
生
の
生
徒
会
８
人
が
参
加
し
、

鹿
児
島
中
央
高
校
で
同
校
の
紹
介

を
受
け
た
後
、
２
人
１
組
に
分
か

れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
物
理
や

英
語
の
授
業
を
同
校
生
徒
と
学
び

ま
し
た
。

　

昼
食
交
流
会
を
行
っ
た
後
は
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

「
中
央
高
校
」
と
名
の
付
く
県
内

６
校
で
交
流
会
を
行
う
計
画
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
交
流
会
を
行

う
べ
き
か
、
両
校
生
徒
会
か
ら
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
終
了
後
に
は
、
互
い
に

談
笑
す
る
な
ど
打
ち
解
け
た
様
子

で
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
お
互
い

の
高
校
の
取
組
に
つ
い
て
興
味
を

持
ち
、
今
後
の
生
徒
会
運
営
に
取

り
入
れ
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

さ
つ
ま
町
学
校
応
援
団
は
、
平

成
24
年
10
月
に
設
置
さ
れ
、
町
内

全
小
・
中
学
校
が
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
応
援
団
と
は
、
地
域
の

方
々
が
学
校
の
教
育
活
動
や
安
全

指
導
、
環
境
整
備
な
ど
を
支
援
し
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育
て

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
、

個
人
37
人
、
８
団
体
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
活
用
実
績
が
７
件
だ

　

さ
つ
ま
町
文
化
協
会
装
道
会
の

南
結
莉
乃
さ
ん
・
藤
野
千
愛
さ
ん

（
高
校
２
年
・
宮
中
卒
）
、
南
雛

奈
乃
さ
ん
（
盈
進
小
６
年
）
が
、

12
月
15
日
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
た

「
全
日
本
き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス

ト
き
も
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
九

州
大
会
」
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
第

２
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

３
人
は
、
４
月
６
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
「
２
０
１

４
全
日
本
き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス

ト
世
界
大
会
」
へ
九
州
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

っ
た
の
に
対
し
、
今
年
度
は
す
で

に
35
件
の
活
用
が
あ
り
ま
し
た
。

ミ
シ
ン
や
そ
ろ
ば
ん
、
町
特
産
品

を
活
用
し
た
加
工
品
の
作
り
方
や

読
み
聞
か
せ
な
ど
多
く
の
方
が
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
地
域

の
大
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
増
え
、

社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

「
で
き
る
人
が
、
で
き
る
時
に
、

で
き
る
こ
と
を
」
を
基
本
に
、
子

ど
も
た
ち
の
「
笑
顔
・
あ
り
が
と

う
」
と
「
元
気
」
を
も
ら
え
る
学

校
応
援
団
活
動
。
是
非
、
学
校
応

援
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
登
録
い

た
だ
き
、
経
験
や
知
識
を
子
ど
も

た
ち
の
教
育
に
生
か
し
て
く
だ
さ

い
。
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

さ
つ
ま
町
教
育
委
員
会　

社
会
教

育
課　

☎
（
53
）
１
１
１
１

梅の加工品の作り方指導

両校生徒会のみなさん

左から藤野さん、南（雛）さん、南（結）さん

・
２
年
生

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
　
夏
と
ぼ
く
と
の
　
た
た
か
い
だ
　
　
海
江
田
翔
蒼

・
６
年
生

　
テ
ー
ブ
ル
に
　
今
年
も
祖
父
の
　
に
が
ご
り
が
　
　
上
大
迫
　
愛

　
玄
関
に
　
ポ
ツ
ン
と
残
る
　
ツ
バ
メ
の
巣
　
　
　
　
松
永
　
拓
巳

・
６
年
生

　
猛
暑
日
を
　
切
り
さ
い
て
い
く
　
本
塁
打
　
　
　
　
下
大
迫
龍
成

　
水
面
に
　
あ
め
ん
ぼ
お
ど
る
　
バ
レ
リ
ー
ナ
　
　
　
折
橋
　
史
菜

　
た
だ
い
ま
の
　
声
も
打
ち
消
す
　
暑
さ
か
な
　
　
　
武
　
　
希
弥

　
友
の
背
が
　
語
る
成
長
　
夏
休
み
　
　
　
　
　
　
　
髙
下
　
桃
花

　
走
り
き
り
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
　
落
ち
る
汗
　
　
　
栗
野
　
颯

　
風
り
ん
に
　
よ
り
そ
う
風
の
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
　
　
　
栗
牧
　
雅
樂

　
菊
の
花
　
ぼ
く
が
か
か
え
て
　
父
が
切
る
　
　
　
　
田
畑
　
幹
久

　

11
月
３
日
、
盈
進
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
全
日
本
剣
道
連
盟
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
少
年
剣
道
教
育
奨
励
賞
」
は

少
年
少
女
の
剣
道
指
導
に
永
年
に

わ
た
り
尽
力
さ
れ
て
い
る
団
体
等

に
対
し
て
そ
の
労
に
報
い
る
と
と

も
に
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
表
彰

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

指
導
者
の
村
山
茂
樹
さ
ん
は
、

「
今
ま
で
の
活
動
と
こ
れ
か
ら
の

活
動
を
期
待
し
て
の
受
賞
だ
と
思

い
ま
す
。
部
員
が
３
人
の
と
き
も

あ
っ
た
け
れ
ど
途
切
れ
ず
に
続
け

て
こ
れ
た
の
は
子
ど
も
た
ち
あ
っ

て
こ
そ
」
と
話
さ
れ
、
キ
ャ
プ
テ

ン
の
東
ま
り
あ
さ
ん
は
、
「
ま
ず

は
県
大
会
か
ら
、
大
き
な
大
会
で

の
優
勝
を
目
指
し
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

●
特
選

●
入
選

左から６年生の東さんと緋田さん

た
つ
な
り

ふ
み
な

の
ぞ
み

も
も
か

は
や
て

が

く

み
き
ひ
さ

と

ああ
い

た
く
み

ルビ
あり
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子
牛
初
せ
り
開
催

薩
摩
中
央
家
畜
市
場

町
村
か
ら
日
本
を

　
　

元
気
に
す
る

町
イ
チ
！
村
イ
チ
！

　
　
　
　

２
０
１
４

官
民
協
働
事
業

暮
ら
し
の
便
利
帳
発
行
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１
月
６
日
、
船
木
地
区
の
「
薩

摩
中
央
家
畜
市
場
」
で
、
県
内
ト

ッ
プ
を
切
っ
て
子
牛
の
初
せ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
の
せ
り
開

始
前
に
、
主
催
者
で
あ
る
Ｊ
Ａ
北

さ
つ
ま
の
永
福
組
合
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
、
日
髙
町
長
よ
り

「
年
間
を
通
し
て
、
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
子
牛
価
格
を
維
持
で
き

た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
こ
れ
か
ら

も
「
さ
つ
ま
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
確

立
の
た
め
、
支
援
し
て
い
き
た

い
」
と
力
強
い
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

せ
り
市
は
７
日
ま
で
の
２
日
間

開
催
さ
れ
、
前
月
比
で
は
、
平
均

価
格
で
１
万
５
４
４
円
安
の
取
引

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
の
薩
摩
中
央
家
畜
市

場
の
年
間
子
牛
取
引
価
格
は
、
メ

ス
子
牛
53
万
７
千
円
、
去
勢
子
牛

54
万
２
千
円
、
平
均
54
万
円
で
、

こ
れ
ま
で
ト
ッ
プ
だ
っ
た
岐
阜
県

内
市
場
を
抜
き
全
国
一
位
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
で
生
産
さ

れ
た
肥
育
牛
が
「
九
州
一
」
「
日

本
一
」
に
輝
く
な
ど
、
全
国
に

「
さ
つ
ま
牛
」
の
名
声
を
知
ら
し

め
ま
し
た
。

　

全
国
３
４
１
の
町
村
が
一
堂
に

会
し
、
特
産
品
や
観
光
資
源
な
ど

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
町

イ
チ
！
村
イ
チ
！
２
０
１
４
」

（
全
国
町
村
会
主
催
）
が
１
月
11

日
、
12
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
今
回
初
め
て
出
展
し
、

日
本
一
の
早
掘
り
筍
出
荷
の
町
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
筍
の
加

工
品
や
早
掘
り
筍
、
ハ
ウ
ス
き
ん

か
ん
等
を
宣
伝
販
売
し
大
好
評
の

う
ち
に
完
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
約
１
５
０
体
の
「
ご
当

地
キ
ャ
ラ
」
が
会
場
の
各
所
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
、

「
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
」
も
全
国
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
負
け
ず
、
元
気
い

っ
ぱ
い
お
も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。

　

「
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
」
イ
ベ

ン
ト
は
、
各
町
村
が
持
っ
て
い
る

特
産
品
、
観
光
資
源
を
首
都
圏
の

人
々
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

23
年
に
初
め
て
開
催
さ
れ
、
２
回

目
を
迎
え
た
今
回
は
、
２
日
間
で

延
べ
５
万
２
千
人
が
来
場
し
、
活

況
を
呈
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
は
、
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、

北
信
・
東
海
、
近
畿
、
中
国
・
四

国
、
九
州
の
７
つ
の
エ
リ
ア
で
、

各
町
村
の
特
産
品
の
紹
介
、
販
売

を
は
じ
め
、
郷
土
芸
能
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
12
日
、
泊
野
地
区
の
田

中
實
郎
さ
ん
の
畑
で
珍
し
い
形

の
大
根
が
と
れ
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
に
も
珍
し
い
の
で
顔

を
書
き
、
役
場
に
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。　

　

表
は
か
わ
い
い
女
の
子
、
裏

は
り
り
し
い
男
の
子
。
会
計
課

前
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

さつま町のブースも大人気でした！

塩野取締役常務執行役員（左）と日髙町長

女の子は口紅でかわいくお化粧♪

高
値
が
続
く
薩
摩
中
央
家
畜
市
場

　
８
月
４

日
、
全
国

８
箇
所
で

開
催
さ
れ

る
「
ニ
コ

ニ
コ
町
会

議
」
が
本

町
の
夏
ま

つ
り
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
心

配
し
て
い
た
雨
も
あ
が
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
全
国

の
ユ
ー
ザ
ー
様
へ
本
町
の
温

泉
・
特
産
品
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
６
月
22
日
・
23
日
の
２
日
間
、

本
町
と
姉
妹
盟
約
を
締
結
し
て

い
る
青
森
県
鶴
田
町
の
「
道
の

駅
つ
る
た
鶴
の
里
あ
る
じ
ゃ
」

の
12
周
年
祭
に
参
加
し
、
鶴
田

町
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー

「
つ
る
り

ん
」
と
共

演
。
特
産

品
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　
８
月
４

日
、
京
セ

ラ
大
阪
ド

ー

ム

で

「
第
９
回

関
西
か
ご

し
ま
フ
ァ

ン
デ
ー
」

が
開
催
さ
れ
、
か
ぐ
や
姫
と
い

っ
し
ょ
に
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
ま
し
た
。
関
西
さ
つ

ま
会
の
会
長
や
役
員
の
皆
様
と

一
緒
に
本
町
の
特
産
品
を
紹
介

し
、
販
売
し
ま
し
た
。

　
ゆ
る
キ
ャ
ラ
人
気
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
を
決
め
る
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３
」
の
投

票
結
果
が
11
月
24
日
に
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん

は
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
２
９
７
位

/
１
，
５
８
０
と
い
う
結
果
で

大
健
闘
!!
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
へ

の
投
票

に
ご
協

力
を
い

た
だ
き

あ
り
が

と
う
ご

ざ
い
ま

し
た
。

　

　
11
月
か

ら
、
町
内

の
特
産
品

直
売
所
等

で
待
望
の

「
さ
つ
ま

る
ち
ゃ
ん

ス
ト
ラ
ッ

プ
」
「
携
帯
ク
リ
ー
ナ
ー
」
の

販
売
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
ク

リ
ー
ナ
ー
は
町
内
事
業
所
で
製

作
し
商
品
化
さ
れ
た
「
さ
つ
ま

町
産
第
１
号
」
の
グ
ッ
ズ
と
な

り
ま
し
た
。

つ
の

 

出
来
事

　

平
成
23
年
11
月
、
当
時
の
小
学
生
の

人
気
投
票
に
よ
り
決
定
し
た
町
の
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
さ
つ
ま
る
ち
ゃ

ん
」
。
さ
つ
ま
町
の
元
気
・
魅
力
を
象

徴
し
、
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
、
さ
つ

ま
町
の
魅
力
を
全
国
に
情
報
発
信
す
る

新
た
な
存
在
と
し
て
、
積
極
的
に
町

内
、
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。
テ

レ
ビ
、
Ｃ
Ｍ
な
ど
に
も
多
数
出
演
し
て

い
ま
す
。 

　

デ
ビ
ュ
ー
か
ら
現
在
ま
で
全
国
を
飛

び
回
り
、
約
２
２
０
回
の
宣
伝
・
Ｐ

Ｒ
活
動
を
展
開
し
、
延
べ
50
万
人
に

さ
つ
ま
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。 

　

最
近
で
は
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で
、

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
を
活
用
し
た
看
板
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
も
見
か
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
の
営
業
課
長
＆
宣

伝
隊
長
と
し
て
さ
つ
ま
る
パ
ワ
ー
全
開

で
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
！
皆
様
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５

■平成25年度出演実績（予定含む）

町内イベント　７８回　　情報誌　　　　　５回

県内イベント　３１回　　テレビ生出演　　２回

県外イベント　１５回　　テレビ・ＣＭ　１９回

ＷＥＢ上　　　１０回　　ラジオ紹介　　　１回

　　　　　　　　　　　 　　　合計１６１回

　

町
で
は
、
民
間
事
業
者
（
広
告

出
版
社
）
と
共
同
で
町
民
生
活
の

手
引
書
「
さ
つ
ま
町
暮
ら
し
の
便

利
帳
」
の
発
行
を
行
う
こ
と
と
な

り
、
１
月
17
日
、
町
長
室
で
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
便
利
帳
は
、
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
（
大
阪
市
中
央
区
）
と

の
官
民
協
働
事
業
に
よ
り
発
行
す

る
も
の
で
、
さ
つ
ま
町
新
庁
舎
へ

の
移
転
に
伴
う
庁
舎
配
置
図
を
は

じ
め
、
業
務
内
容
、
窓
口
案
内
、

施
設
の
利
用
方
法
な
ど
の
行
政
情

報
や
地
域
情
報
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

印
刷
製
本
ま
で
の
経
費
を
事
業

者
の
広
告
掲
載
費
で
賄
い
、
本
年

７
月
に
町
内
全
戸
に
配
布
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

突
然
変
異
？

だ
い
こ
ん
発
見

珍

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん

平
成
25
年
度

活
動
状
況
報
告

頑
張
っ
て
ま
す
！

今
後
の
活
動
予
定

■
２
月

16
日　

梅
の
花
咲
く
薩
摩
ウ
ォ

　
　
　

ー
キ
ン
グ
【
中
津
川
】

23
日　

永
野
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　

大
会
【
永
野
】

■
３
月

２
日　

ホ
タ
ル
の
里
ジ
ョ
ギ
ン

　
　
　

グ
大
会
【
神
子
】

９
日　

虎
居
区
い
き
い
き
健
康

　
　
　

づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　

大
会
【
虎
居
】

■これまでの主な活動

４月　ＴＪかごしま人気投票結果発表　第３位
５月　北薩広域公園春祭り・せんで川祭り
６月　薩摩剣士隼人テレビ撮影（ロケ）
７月　鶴田ダム見学会
８月　ニコニコ町会議inさつま町夏まつり
　　　みやんじょdeちょいのみ
９月　第15回柊野ひがん花まつり
10月　ご当地ゆるキャラ博in彦根２０１３
11月　ご当地キャラダンスイベント
　　　「ＹＯＵ　ＬＯＯＫ　ＮＩＣＥ‼」　
12月　かごしまプロモーション課長ぐりぶー物語会見
１月　いぶすき菜の花マラソン

①
ニ
コ
ニ
コ
町
会
議

②
青
森
県
鶴
田
町
で

　
つ
る
り
ん
と
共
演

③
関
西
フ
ァ
ン
デ
ー

④
ゆ
る
キ
ャ
ラ

　
グ
ラ
ン
プ
リ
出
場

⑤
グ
ッ
ズ
販
売

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
が



子
ど
も
た
ち
が
元
気
！

 

学
校
が
元
気
！

「みやんじょ温泉竹ホタル」で

は、湯田八幡神社から湯田温泉

にかけて、約7,000本の「竹ホ

タル」の準備に各部活動ごとに

参加しました。

鶴田小５・６年生と合同で行った清掃

美化活動では、小学生と中学生のコミ

ュニケーションも深まりました。

健康さつま21　 こんにちは保健師です

「さつま読書のすすめ」
50冊読破表彰

12月には生徒会本部役員が、

クッキー鶴田店とあびーる館

で年末助け合いの募金活動を

しました。

・
字
が
す
ら
す
ら
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
子
ど
も
が
喜
ん
で
本
を
見
た
り
、
読
み

聞
か
せ
を
し
て
く
れ
た
り
し
た
。

・
親
子
で
同
じ
本
を
読
み
、
共
通
の
会
話

が
で
き
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
が

と
れ
た
。

・
子
ど
も
理
解
に
つ
な
が
っ
た
。

16広報さつま17 広報さつま

　

柊
野
小
学
校
で
は
、
「
ク
リ
ア
90
を
め
ざ
し
、

き
み
が
主
役
だ
、
の
び
の
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
も
と
に
、
表
現
力
の
向

上
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
犬
棒
カ
ル
タ
や
故
事
成
語
カ
ル

タ
を
購
入
し
、
暗
唱
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

朝
の
特
設
時
間
「
や
る
キ
ッ
ズ
タ
イ
ム
」
で
は
、

み
ん
な
で
暗
唱
し
た
り
、
カ
ル
タ
ゲ
ー
ム
活
動

を
通
し
て
楽
し
く
言
葉
を
覚
え
た
り
し
て
お
り
、

そ
の
覚
え
た
言
葉
は
、
日
記
や
作
文
に
生
か
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
し
い
日
本
語
の
使
い
方
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
毎
年
、
３
年
生
以
上

が
日
本
語
検
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
検
定
に
向
け

て
継
続
し
て
ド
リ

ル
学
習
を
行
い
、

今
年
度
も
、
全
員

目
標
の
級
に
合
格

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
獅

子
舞
」
（
芸
術
文

化
体
験
）
活
動
を
通
し
て
身
体
表
現
の
方
法
を

学
ん
だ
り
、
プ
ロ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
招
い
て

の
「
話
し
方
教
室
」
で
相
手
と
の
効
果
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
学
ん
だ
り
す

る
な
ど
、
体
験
を
通
し
て
具
体
的
に
学
習
す
る

場
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
発
表
会
や
柊
野
ひ
が
ん
花
ま
つ
り
で
の

観
光
ガ
イ
ド
役
で
は
、
相
手
に
伝
わ
る
、
わ
か

り
や
す
い
発
表
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
一
人
一

人
が
主
役
と
し
て
、

き
ら
り
と
輝
く
こ
と

が
で
き
る
柊
野
っ
子

を
育
て
る
た
め
に
、

様
々
な
活
動
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま

す
。

　

永
野
小
学
校
で
は
、
町
が
推
進
し
て
い
る

「
さ
つ
ま
読
書
の
す
す
め
」
運
動
を
学
校
と
家

庭
が
密
接
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

毎
月
23
日
を
基
準
日
と
し
て
、
児
童
が
「
さ

つ
ま
読
書
の
す
す
め
」
の
本
の
中
か
ら
選
ん
だ

も
の
を
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
、
親
の
読
み
聞
か

せ
・
子
の
親
へ
の
読
み
聞
か
せ
、
交
互
読
み

等
、
各
家
庭
で
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、

親
子
読
書
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

２
年
目
と
な
る
本
年
度
は
、
「
親
子
読
書
の

日
」
が
定
着
し
、
実
施
率
が
４
月
か
ら
12
月
ま

で
で
97
％
と
、
全
家
庭
が
毎
月
実
施
で
き
る
よ

う
に
ま
で
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
も
あ
り
、
２
学
期
末
に
は
該
当
学

年
の
「
さ
つ
ま
読
書
の
す
す
め
」
の
本
、
50
冊

全
て
を
読
破
し
た
児
童
も
出
る
ほ
ど
に
な
り
ま

し
た
。

　

保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
は
、

「
親
子
読
書
の
日
」
を
実
施
し
て
よ
か
っ
た
と

い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
親
子
読
書
の
日
」
を
中
心
と
し
た

取
組
を
通
し
て
、
学
校
と
家
庭
が
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
「
心
豊
か
で
健
や
か
な
永
野
っ
子
」

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

教
育
活
動
の
紹
介
④

町
内
の
各
小
・
中
学
校
で
は
、
校
区
の
特
色
や
児
童
生
徒
の
実
態
、
教
師

や
保
護
者
・
地
域
の
思
い
・
願
い
等
を
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち
を
す
こ
や

か
に
育
て
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
元
気
！ 

学
校
が
元
気
！

柊
野
小
学
校

永
野
小
学
校

「
心
豊
か
で
健
や
か
な

　
　
　

永
野
っ
子
の
育
成
」

〝
〞

『
ク
リ
ア
90
を
め
ざ
し
、

　

き
み
が
主
役
だ
、
の
び
の
び

　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
』
活
動

　

子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か

な
成
長
に
は
、
親
子
の
絆
が

欠
か
せ
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
は
怖
い
と
き

や
不
安
な
と
き
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
抱
い
て
も
ら
っ

た
り
、
な
だ
め
て
も
ら
っ
て
安
心
す
る

と
い
う
行
動
を
と
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
は
安
全
基
地
と
し
て
存
在
し
、

子
ど
も
は
何
か
あ
る
と
そ
こ
に
戻
っ
て

安
心
を
補
給
し
、
ま
た
外
に
出
て
行
く

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

こ
う
し
た
関
係
を
築
く
に
は
幼
少
期

か
ら
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
の
関

係
が
と
て
も
重
要
で
す
。
親
は
赤
ち
ゃ

ん
が
泣
い
た
ら
抱
き
上
げ
る
。
そ
し
て

お
む
つ
か
な
、
お
っ
ぱ
い
か
な
と
考
え

て
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
を
す
る
。
赤
ち

ゃ
ん
が
笑
う
と
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

も
う
れ
し
く
な
っ
て
笑
う･

･
･

。
こ
う

し
た
日
々
の
や
り
と
り
の
中
で
五
感
を

通
し
て
親
子
の
絆
が
育
ま
れ
、
「
こ
の

人
が
守
っ
て
く
れ
る
」
と
い
う
信
頼
感

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
知
ら
な

い
人
が
そ
ば
に
く
る
と
不
安
に
な
っ
て

泣
く
、
で
も
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に

抱
か
れ
る
と
安
心
し
て
泣
き
や
む･

･
･

と
い
う
生
後
７
～
８
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん

が
示
す
人
見
知
り
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
「
特
定
の
人
＝
特
別
な
人
」

と
の
関
係
が
築
か
れ
て
き
た
証
で
、

日
々
繰
り
返
さ
れ
る
子
ど
も
と
の
や
り

取
り
の
中
で
築
か
れ
て
い
き
ま
す
。
幼

少
期
に
こ
の
「
特
別
な
人
」
が
で
き
、

「
こ
の
人
が
守
っ
て
く
れ
る
」
と
い
う

信
頼
感
を
得
た
子
ど
も
は
、
２
～
３
歳

に
な
る
と
親
が
実
際
そ
ば
に
い
な
く
て

も
心
の
中
に
親
の
存
在
を
感
じ
、
幼
稚

園
な
ど
で
も
安
定
し
て
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
人
に
対
す

る
安
心
感
や
信
頼
感
を
持
て
る
と
い
う

こ
と
が
、
自
分
を
守
る
こ
と
や
信
じ
る

と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
、
そ
の
後
の

人
生
に
影
響
し
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
子
育
て
を
さ
れ
る
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
の
応
援
の
場
と
し
て
、
次

の
と
お
り
育
児
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
『
す
く
す
く
カ
レ
ン

ダ
ー
』
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
役
場
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

話
し
方
教
室

▲

ひ
が
ん
花
ま
つ
り

▲

暗
唱
カ
ル
タ
活
動

▲

家庭での

親子読書の様子

▲
親
子
読
書

　
　
　

カ
ー
ド

▲

獅
子
舞
体
験
活
動

▲

　

鶴
田
中
学
校
で
は
、
「
花
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
挨
拶
の
心
が
薫
る
学
校
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
も
と
、
様
々
な
教
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
本
校
が

取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

生
徒
会
を
中
心
に
年
間
を
通
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
運
動
で

す
。
集
め
た
キ
ャ
ッ
プ
に
よ
り
病
気
で
困
っ
て

い
る
国
や
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
度
は
こ
れ
ま
で

に
、
約
１
５
０
kg
が
集
ま
り
、
75
人
分
の
ワ
ク

チ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

鶴
田
中
学
校
で
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
写
真
の

よ
う
に
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
単
に
地

域
や
社
会
に
貢
献
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒

自
身
に
と
っ
て
も
、
自
分
と
社
会
と
の
関
わ
り

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
体
験
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

活
動
に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
の
心
に
は
、

「
身
の
周
り
の
人
に
対
す
る
優
し
さ
」
や
「
郷

土
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
」
が
芽
生
え
た
よ
う

で
す
。

鶴
田
中
学
校

『
花
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

　

挨
拶
の
心
が
薫
る
学
校
』

親
子
の
　
　  

か
ら
育
ま
れ
る
も
の

絆

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

母
子
保
健
担
当　

☎
（
53
）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
４
）

■
す
く
す
く
相
談

　

原
則
毎
月
第
１
金
曜
日

 

【
受
付
】
午
前
９
時
～
10
時

 

【
会
場
】
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
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年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
、
完
全
予
約
制

で
す
の
で
年
金
の
請
求
手
続
き

及
び
質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
相
談
者
氏
名
（
旧

姓
）
・
配
偶
者
氏
名
（
旧
姓
）
・

基
礎
年
金
番
号
・
相
談
内
容
等

を
役
場
本
庁
町
民
課
町
民
係
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

（
ご
予
約
）
く
だ
さ
い
。
予

約
し
た
10
分
前
に
は
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◎
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
関
係

書
類
（
年
金
手
帳
・
年
金
証

書
・
印
鑑
等
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書

類
を
事
前
に
川
内
年
金
事
務

所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

状
と
委
任
を
受
け
た
方
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

（
免
許
証
等
）
が
必
要
で
す
。

■
相
談
日
時
　

　

２
月
27
日
（
木
）　

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
相
談
会
場
　

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

　

い
き
い
き
学
習
室

■
申
込
期
日
　

　

２
月
19
日
（
水
）
ま
で

■
申
込
先
　

　

町
民
課　

町
民
係　

　
　
　
　

（
内
線
２
１
２
５
）

　

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、

前
年
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
る

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
が
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

（
年
度
毎
に
申
請
を
行
っ
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
）

　

こ
れ
は
、
将
来
、
老
齢
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
等

に
よ
り
重
い
障
害
が
残
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
等
を
防
止
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
、

平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
申
請
手
続
き

が
ま
だ
の
方
は
、
年
金
手
帳
・

学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
・

印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
役
場
の

窓
口
か
川
内
年
金
事
務
所
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を

前
払
い
す
る
と
割
引
が
あ
る

「
前
納
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
、

口
座
振
替
と
現
金
納
付
に
よ
る

「
前
納
」
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
「
前
納
」
さ
れ

る
と
、
現
金
納
付
に
よ
る
「
前

納
」
よ
り
も
割
引
額
が
多
く
お

得
で
す
。
今
ま
で
は
最
長
１
年

度
分
の
前
納
が
で
き
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
度
か
ら
は
２
年
度
分

を
前
納
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
１
年
度
分
前
納
よ
り
も
高

い
割
引
額
で
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
、
２
年
度

分
、
１
年
度
分
及
び
上
期
６
か

月
（
４
月
分
〜
９
月
分
）
の
前

納
の
申
し
込
み
は
、
２
月
末
ま

で
に
年
金
事
務
所
必
着
と
な
る

よ
う
に
お
早
め
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
手
続
き
に
は
、
納
付

書
又
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金

融
機
関
届
出
印
を
お
持
ち
に
な

り
、
金
融
機
関
、
役
場
窓
口
ま

た
は
川
内
年
金
事
務
所
へ
口
座

振
替
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

川
内
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　

☎
（
22
）
５
２
７
６

　

自
動
音
声
案
内　

２
番

　
・
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
８
期

・
介
護
保
険
料
第
８
期

【
納
期
限
２
月
28
日
】

■
毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
52
）
１
１
２
３ 

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
６
生
）
健
診

　

２
月
19
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
６
生
）
育
児
相
談

　

２
月
21
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
22
．
12
生
）
健
診

　

２
月
26
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

３
月
７
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
11
生
）
歯
科
健
診

　

３
月
６
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
10
生
）
健
診

　

３
月
12
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　

３
月
10
日
（
月
）

　

３
月
24
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　

２
月
19
日
（
水
）　
　
　
　

　

２
月
26
日
（
水
）

　

３
月
６
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
屋
地
楽
習
館
健
康
相
談

　

３
月
４
日
（
火
）

　

３
月
18
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
屋
地
楽
習
館
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

３
月
14
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

　　

高
等
学
校
（
高
等
専
門
学

校
）
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校

及
び
大
学
等
に
在
籍
又
は
進
学

予
定
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
方
に
対
し
て
、

無
利
子
で
学
費
を
貸
与
す
る
奨

学
資
金
貸
与
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
奨
学
資
金
の
種
類
】 

①
普
通
奨
学
資
金

・
公
立
高
等
学
校
及
び
専
門
学

校
に
在
籍
又
は
進
学
予
定
の
方

　

月
額
１
万
円
以
内

・
私
立
高
等
学
校
及
び
専
門
学

校
に
在
籍
又
は
進
学
予
定
の
方

　

月
額
２
万
円
以
内

・
大
学
及
び
専
修
学
校
に
在
籍

又
は
進
学
予
定
の
方　
　
　
　

　

月
額
３
万
円
以
内

②
農
業
自
営
者
育
成
奨
学
資
金

・
農
業
関
係
の
高
等
学
校
又
は

こ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
試

験
場
、
研
究
所
等
に
在
籍
又
は

進
学
予
定
の
方

　

月
額
１
万
２
千
円
以
内

・
農
業
関
係
の
大
学
又
は
こ
れ

と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
試
験
場
、

研
究
所
等
に
在
籍
又
は
進
学
予

定
の
方

　

月
額
２
万
２
千
円
以
内

【
貸
付
条
件
】

・
保
護
者
が
本
町
に
住
所
を
有

す
る
こ
と
。
（
農
業
自
営
者
育

成
奨
学
資
金
は
申
請
者
が
本
町

に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。
）

・
申
請
者
世
帯
の
収
入
が
教
育

委
員
会
が
定
め
る
収
入
基
準
の

範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

【
返
還
方
法
】

　

奨
学
資
金
の
返
還
は
、
在
学

期
間
終
了
後
６
か
月
を
経
過
し

た
月
の
翌
月
か
ら
、
貸
与
金
額

に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
期
間
内

に
月
賦
、
半
年
賦
又
は
年
賦
で

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
貸
与

を
希
望
す
る
方
は
、
３
月
25
日

（
火
）
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
（
４
月
以
降
の
申
込
み

も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
）

　

具
体
的
な
手
続
き
や
内
容
に

つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
総

務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

県
で
は
、
発
達
が
気
に
な
る

お
子
さ
ん
が
、
身
近
な
地
域
で

早
期
に
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
平
成
26
年
4
月
か
ら
、
県

こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
の

診
療
予
約
方
法
を
見
直
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な

る
場
合
、
ま
ず
は
、
お
住
ま
い

の
市
町
村
や
、
お
子
さ
ん
が
通

わ
れ
て
い
る
保
育
所
、
幼
稚
園

な
ど
に
相
談
し
て
、
早
期
に
療

育
関
係
機
関
の
支
援
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

支
援
を
受
け
る
中
で
、
同
セ

ン
タ
ー
で
の
診
療
が
必
要
と
な

っ
た
場
合
は
、
支
援
を
行
っ
た

市
町
村
な
ど
が
作
成
す
る
紹
介

票
を
基
に
、
診
療
予
約
を
行
い

ま
す
。
紹
介
票
な
し
で
診
療
の

申
込
み
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
予
約
を
受
け
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
診
療
予
約
以
外
の
、

電
話
に
よ
る
ご
相
談
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
同
セ
ン

タ
ー
で
も
直
接
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー

（
代
表
）

☎
０
９
９（
２
６
５
）０
０
０
5

（
相
談
専
用
）

☎
０
９
９（
２
６
５
）２
４
０
０

県
庁
障
害
福
祉
課　

☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
４
４

■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

 　

内
線
２
１
４
４

健
康
診
査
日
程
【
２
・
３
月
分
】

年
金
相
談
（
事
前
に

　  

予
約
が
必
要
で
す
）

教
育
委
員
会
総
務
課　

総
務
係

　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
５
１
１

さ
つ
ま
町

　
奨
学
資
金
貸
与
制
度

税
務
課　

収
納
第
１
係

　
　

 　

内
線
２
１
１
３

今
月
の
納
税
な
ど

福
祉
課　

福
祉
障
害
係

　
　
　
　
　

内
線
２
１
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

学
生
納
付
特
例
の
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の
２
年

前
納
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
！

福
祉
課　

福
祉
障
害
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
１
３
５

県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン

タ
ー
で
の
診
療
は
、
予
約

が
必
要
と
な
り
ま
す

12月の火災・救急情報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　    93件

　運んだ人      83人

◆内 訳

　急　　病 54件 50人

　交通事故 11件  6人

　そ の 他 28件 27人

◆発生件数　　0件

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　 1,028件

　運んだ人     955人

◆内 訳

　急　  病 561件 510人

　交通事故  85件  82人

　そ の 他 382件 363人

◆発生件数　10件

　内訳　

　　　建　物 4件

　　　林　野 2件

　　　その他 4件

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ
町
民
課
　
町
民
係
　
内
線
２
１
２
５

平成25年火災・救急出動件数「速報値」



お
便
り
紹
介

総
務
課
　
広
報
文
書
係

　
　
　
　
　  

　
内
線
２
２
１
４

霧
島
ア
ー
ト
の
森
臨
時
休
園

福
祉
課
　
高
齢
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
３
１

新
民
生
委
員
紹
介

商
工
観
光
課
　
商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
４
１

送
り
つ
け
商
法
の

新
た
な
手
口
に
ご
注
意
を

広報紙に広告を掲載しませんか？

１枠１万円(縦6.0㎝×横8.5㎝）

詳しくは、町ホームページをご覧ください。

http://www.satsuma-net.jp/contents.cfm?id=1643

■お問い合わせ先　総務課　広報文書係

　　　　　　　　　☎53-1111（内線2214）

有料広告

募集中

20広報さつま21 広報さつま

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

お手数ですが

50 円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課広報文書係　行
　　　　　　（2014/２月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８０３９５ １

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 /男・女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所
コーナー

お 便 り

き
り
と
り
線

きりとり線

※個人情報の取扱い
・ご記入いただいた個人

情報は、お便りのご紹
介・賞品発送以外の目
的では使用しません。

　

新
し
い
民
生
委
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

　
紫
尾
中
　
坂
上
　
ト
キ
子
様

　

収
蔵
作
品
の
燻
蒸
処
理
等
実

施
の
た
め
、
次
の
期
間
、
臨
時

休
園
い
た
し
ま
す
。

■
休
園
期
間

　

平
成
26
年
２
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　

〜
２
月
24
日
（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
霧
島
ア
ー
ト
の
森

☎
０
９
９
５
（
74
）
５
９
４
５

　　　

最
近
、
健
康
食
品
を
「
お
試

し
品
」
な
ど
と
称
し
て
受
け
取

り
や
す
く
し
、
あ
と
で
高
額
な

代
金
を
請
求
す
る
と
い
う
悪
質

業
者
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
請
求
書
を
放
置
し
て
い

る
と
、
裁
判
所
か
ら
「
支
払
督

促
」
が
送
ら
れ
て
き
て
、
実
際

に
法
的
手
続
き
が
行
わ
れ
た
事

例
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
勧
誘
が
あ
っ
て

も
、
必
要
の
な
い
商
品
は
き
っ

ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

万
一
注
文
し
て
い
な
い
商
品
が

送
ら
れ
て
き
た
ら
、
受
け
取
り

を
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。

　

支
払
督
促
と
は
、
簡
易
裁
判

所
で
行
わ
れ
る
手
続
き
で
、
相

手
方
に
金
銭
な
ど
の
給
付
を
求

め
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。
こ
の
支
払
督
促
を
放
置
し

て
お
く
と
、
業
者
の
言
う
が
ま

ま
に
手
続
き
が
進
行
し
、
差
し

押
え
な
ど
の
強
制
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
放
置

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
請
求
に

身
に
覚
え
が
な
い
場
合
は
、
受

け
取
っ
て
か
ら
2
週
間
以
内
に

裁
判
所
に
「
督
促
異
議
申
立

書
」
を
必
ず
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
９
（
２
２
４
）
０
９
９
９

・
商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　

（
内
線
２
２
４
１
）

１月子牛せり市結果　期日：１月６日(月)～７日(火） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 209 115,248,000 1,077,000 551,426 272

292

284

571,597

563,474

822,000

1,077,000

177,195,000

292,443,000

310

519

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対12月分）

 17,970円安値

 　5,742円安値

　 10,544円安値

品物が届いたら

よく確認を！

は
病
院
で
働
い
て
い
ま
す
。
入

院
患
者
さ
ん
に
毎
月
毎
月
さ
つ

ま
町
広
報
を
渡
し
て
い
ま
す
。
長
い
間

入
院
さ
れ
て
い
る
の
で
楽
し
み
に
待
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
渡
す
時
は
喜

ん
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
す
。
広
報
は
、
患
者
さ
ん
に
笑
顔
を

運
ん
で
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
ひ
ま
わ
り
51
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　
☆

　

入
院
中
の
患
者
さ
ん
に
毎
月
広
報
紙

を
届
け
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
笑
顔
と
「
あ
り

が
と
う
」
の
ひ
と
こ
と
が
う
れ
し
い
で

す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
読
ん
で
元
気
に
な

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
楽
し
い
広
報
紙

作
り
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
広
報
文
書
係　

  

）

　つ
ま
町
よ
か
と
こ
フ
ァ
イ
ル
№

27
の
二
渡
新
田
開
発
の
記
事
、

わ
か
り
や
す
く
楽
し
い
記
事
。
地
図
が

あ
れ
ば
用
水
路
を
巡
っ
て
み
た
い
で
す
。

今
で
こ
そ
米
も
不
要
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
昔
は
『
命
の
米
』
を
作
る
た

め
大
変
な
苦
労
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
先

人
に
改
め
て
感
謝
で
す
。
　

　
12
月
末
の
門
松
作
り
、
習
い
た
い
で

す
ね
。
正
月
の
風
情
が
消
え
る
中
、
手

づ
く
り
の
門
松
は
多
忙
な
世
の
中
に
も

ゆ
と
り
を
持
っ
た
生
活
を
考
え
直
さ
せ

る
物
で
す
。
ち
な
み
に
い
く
ら
で
販
売

さ
れ
た
？
ま
た
、
よ
か
と
こ
フ
ァ
イ
ル

№
26
の
紫
尾
山
は
ど
こ
か
ら
登
れ
る
？

　
　
（
広
瀬
よ
く
ろ
ぼ
　
65
歳
男
性
）

　
　
　
　
　
　
　
☆

　

地
図
に
つ
い
て
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合

上
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。　

　

門
松
は
、
４
，
１
０
０
円
（
送
料

別
）
で
販
売
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

紫
尾
山
の
登
山
ル
ー
ト
は
、
平
川
や

泊
野
か
ら
登
る
ル
ー
ト
な
ど
い
く
つ
か

あ
る
よ
う
で
す
。
詳
し
く
は
、
商
工
観

光
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
広
報
文
書
係　

  

）

「
菩
薩
道
」に

は
佛
さ
ま
の
立
派
な
方
に
近

づ
こ
う
と
努
力
し
、
下
に
は
、

仏
さ
ま
の
よ
う
な
温
か
い
気
持
ち
で
人

の
幸
せ
を
願
お
う
と
す
る
こ
の
心
を
い

い
ま
す
。

　
「
長
い
道
」
の
詩
集
の
抜
粋
で
す
が
、

「
も
し
僕
が
太
陽
な
ら
　
泣
い
て
い
る

君
に
幸
福
の
な
い
君
に
暖
か
い
光
を
あ

げ
よ
う
　
神
で
も
な
い
ぼ
く
だ
け
ど
」

　
進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
の
甲
山
政

弘
君
の
願
い
で
す
。

　
亡
き
私
の
母
の
教
え
の
ひ
と
つ
で
す

が
「
人
の
上
に
人
を
つ
く
ら
ず
、
人
の

下
に
人
を
つ
く
ら
ず
」
と
「
人
に
は
温

か
い
気
持
ち
と
感
謝
を
忘
れ
ず
」
を
思

う
こ
と
で
し
た
。

　
　
（
絆
ふ
ら
わ
〜
ず
　
60
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　
☆

　

甲
山
さ
ん
の
こ
と
は
私
が
生
ま
れ
る

前
の
こ
と
で
、
今
回
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
自
分
が
大
変
な
状
況
に
あ
っ
て
も

相
手
を
思
い
や
れ
る
心
、
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。
（
広
報
文
書
係　

  

）

　

こ
の
ほ
か
イ
ラ
ス
ト
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

私

上

さ

（梶木マスヱ　82歳女性）

■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

広　告

＆

薩摩郡医師会病院☎0996-53-0326

働きながら資格が取れます！

看護学校奨学金制度
あります！

看護学校奨学金制度
あります！

看護師さん募集！！看護師さん募集！！

花

花

下

く
ん
じ
ょ
う



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２５年２月２日生

ちゃん柏木 琴莉

両親から一言

父　真　也 さん

母　香奈子 さん

たくさん食べて
たくさん遊んで
元気に大きくなぁれ☆

か し わ ぎ こ と り

船木西公民会

22広報さつま23 広報さつま

12
月
16
日
～
１
月
15
日
届
出
分
（
８
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

12
月
16
日
～
１
月
15
日
届
出
分
（
37
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

耕
地
林
業
課　

林
務
係　

堀
口　

浩
二

林
政
に
関
す
る
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

No．28さつま町よかとこファイル

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

農
林
業
振
興

町長交際費執行状況

（町長等が、行政執行上や町の
利益のため、町を代表し外部と
の交際上必要な経費です。） 

　

さ
つ
ま
町
は
、

県
内
有
数
の
竹

の
町
で
あ
り
、

私
た
ち
の
周
り

に
は
た
く
さ
ん

の
竹
林
が
あ
り

ま
す
。

　

山
の
恵
み
で

あ
る
た
け
の
こ
の
生
産
も
盛
ん

で
、
筍
振
興
会
の
皆
さ
ん
が
年

間
を
通
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る

竹
林
で
は
、
超
早
掘
た
け
の
こ

「
さ
つ
ま
た
け
の
こ
」
を
は
じ

め
、
品
質
の
良
い
た
け
の
こ
が

た
く
さ
ん
収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
は
竹
紙
と
し
て
加

工
さ
れ
た
り
、
工
芸
品
か
ら
生

活
用
品
等
に
至
る
ま
で
用
途
は

幅
広
く
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中

で
も
大
変
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

天
気
の
良
い
暖
か
い
日
は
、
近

く
の
竹
林
周
辺
を
散
策
さ
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

きりとり線

町長の動静 （平成25年12月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原
純
夫

・12月１日　　　　　20,000円

　平成25年度全国肉用牛枝肉共励会

「名誉賞」受賞祝賀会時

・12月２日　　　　　28,800円

　地元産品ＰＲ用

・12月５日　　　　　 6,000円

　県家畜商業協同組合理事長就任祝

　賀会時

・12月５日　　　　　10,500円

　県現地調査及び意見交換会時

・12月９日　　　　　 7,000円

　郡医師会との意見交換会時

・12月10日　　　　　20,020円

　報道機関等との意見交換会時

・12月12日　　　　　 1,044円

　災害時における特設公衆電話の設

　置・利用に関する協定締結式時

・12月12日　　　　　 4,200円

　県北薩広域公園現地調査時

・12月19日　　　　　 7,000円

　郡歯科医師会との意見交換会時

・12月22日　　　　　 2,996円

　神子区役員との意見交換会時

・12月24日　　　　　 9,574円

　原子力防災広域避難先との意見交

　換時（霧島市・鹿児島市）

３月号のお便りコーナーに

掲載された方へ「さつまる

ちゃんストラップ」をプレ

ゼント。たくさんのご応募

お待ちしております♪

【応募締切】

　２月18日(火)消印有効

をストラップストラップ

読者プレゼント

さつまるちゃん

差し上げます！

(12月分)

（
日
）

（
月
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

1
日

　
　

２
日

　
　

４
日

　
　

５
日

　
　

６
日

　
　

７
日

　
　

９
日

　
　

10
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

13
日

　
　

15
日

　
　

16
日

　
　

17
日

　
　

18
日

  　

19
日 

    

20
日

　
　

22
日

　
　

24
日

　
　

25
日

　
　

26
日

　
　

27
日

　
　

29
日

第
18
回
き
ら
ら
の
里
ま
つ
り　

▽
第
１
回
さ
つ
ま
カ
ッ
プ
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

鶴
宮
三
区
消
防
総
会　

▽
全
国
肉
用
牛
枝
肉
共
励
会
名
誉
賞
受
賞
祝
賀
会　

12
月
議
会
定
例
議
会
開
会
（
19
議
案
）

本
会
議
（
一
般
質
問
５
人
）

本
会
議
（
総
括
質
疑
）　

▽
北
薩
地
域
振
興
局
現
地
調
査
同
行　

鹿
児
島
県
家
畜
商
組
合
理
事
長
就
任
祝
賀
会

議
会
文
教
経
済
常
任
委
員
会　

▽
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
贈
呈
（
町
観
光
特
産
品
協
会
）
受

民
生
委
員
辞
令
交
付
式

み
や
ん
じ
ょ
温
泉
竹
ホ
タ
ル
点
灯
式

九
州
地
方
整
備
局
長
来
町
対
応　

▽
薩
摩
郡
医
師
会
病
院
と
の
懇
談
会

交
通
安
全
５
０
０
人
立
哨　

▽
年
末
・
年
始
交
通
事
故
防
止
運
動
等
合
同
出
発
式　

▽
子
牛
せ
り
市

北
薩
地
域
振
興
局
農
地
整
備
課
来
庁
（
日
本
型
直
接
支
払
制
度
説
明
等
）　

▽
報
道
機
関
等
と
の
意
見
交
換
会

三
役
調
整
会
議　

▽
消
防
団
幹
部
と
後
援
会
役
員
と
の
懇
談
会

土
地
改
良
連
合
会
要
望
受　

▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
緊
急
時
公
衆
電
話
設
置
に
関
す
る
協
定
式

㈱
M
i
s
u
m
i
石
油
会
長
来
庁
寄
附
申
出
受　

▽
農
林
業
振
興
連
絡
協
議
会
設
立
総
会

区
公
民
館
長
連
絡
協
議
会
時
講
話
・
懇
談

船
木
分
団
消
防
車
庫
落
成
交
付
式
及
び
祝
賀
会

高
齢
者
等
見
守
り
活
動
協
力
事
業
所
（
15
）
交
付
式　

▽
消
防
協
会
薩
摩
支
部
総
会

県
土
地
改
良
連
合
会
理
事
会
、
農
林
水
産
省
農
政
改
革
説
明
会
（
鹿
児
島
市
）　

町
行
政
改
革
審
議
会　

▽
県
町
村
会
事
務
局
長
ほ
か
来
庁
協
議

水
道
事
業
電
子
入
札　

▽
法
務
局
川
内
支
局
長
来
庁
協
議

か
わ
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
総
会　

▽
郡
歯
科
医
師
会
と
の
懇
談
会

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
副
校
長
と
協
議　

▽
新
庁
舎
出
来
高
検
査

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
in
な
か
っ
こ
点
灯
式　

▽
神
子
地
区
役
員
と
の
意
見
交
換
会

原
子
力
防
災
関
連
関
係
市
訪
問　

２
広
域
避
難
所
意
見
交
換
会
（
霧
島
市
・
鹿
児
島
市
）

本
会
議
（
閉
会
日
）　

▽
議
会
全
員
協
議
会　

▽
高
齢
者
叙
勲
伝
達
式

日
本
特
殊
陶
業
株
式
会
社
専
務
来
庁
懇
談

消
防
点
検
・
町
長
訓
示　

▽
新
庁
舎
議
場
等
確
認　

▽
仕
事
納
め
式
（
各
出
先
〜
本
庁
）

年
末
特
別
警
戒
巡
視
（
消
防
分
団
激
励
〜
白
男
川
・
泊
野
・
一
ツ
木
・
平
川
）

テレビの取材を受ける三腰さん

江
口
　
朝
飛 

　
　
勝
浩
　
観
月
台

塩
靏
　
美
柚
　
　 

良
　
　
下
平
川

池
田
　
遥
　
　
　 

博
俊
　
あ
な
が
わ

得
永
　
梨
恩
　
　 

泰
志
　
川
原
町

山
下
　
麻
優
里
　 

真
嗣
　
二
渡

清
水
　
庵
誉
　
　 

寿
洋
　
上
仲
町

上
野
　
拓
真
　
　 

和
美
　
白
男
川

髙
田
　
月
心
　
　 

篤
士
　
広
橋

男 女 男男男 女

と
く
な
が

し

み

ず

う

え

の

た

く

ま

た

か

だ

る

み

い
お

た
か

や
ま
し
た

ま

ゆ

り

あ

さ

ひ

い

け

だ

は
る
か

り

お

ん

男

し

お

づ
る

み

ゆ

う

え

ぐ

ち

女

整備された竹林、色分けして管理されています。
三腰初二さんの竹林（泊野）

野
元
　
義
盛
　
85
　
大
俣

池
之
野
ヒ
デ
子
75
　
池
之
野

宇
都
　
昭
夫
　
85
　
大
畝
町

室
屋
須
惠
子
　
85
　
城
之
口

清
水
キ
ヨ
子
　
95
　
須
杭

儀
間
　
周
得
　
89
　
船
木
東

髙
嶺
　
守
　
　
75
　
高
嶺

下
野
　
ツ
ナ
　
105
　
下
川
口

内
　
　
清
　
　
87
　
湯
田
上

曲
田
エ
ミ
子
　
67
　
船
木
西

下
別
府
道
則
　
76
　
愛
宕

比
知
屋
重
法
　
83
　
布
田

福
岡
　
利
夫
　
92
　
須
杭

谷
山
　
ノ
イ
　
93
　
山
神

新
納
　
久
子
　
91
　
西
町

堂
囿
千
代
子
　
64
　
虎
居
大
角

田
中
　
ミ
ナ
　
91
　
金
山

　
元
惠
美
子
　
75
　
湯
田
中

森
山
　
雅
之
　
70
　
町
頭

高
橋
　
隆
人
　
89
　
金
山

上
大
迫
　
肇
　
81
　
上
下
大
迫

北
野
　
タ
ヨ
　
95
　
き
ら
ら

内
之
倉
ツ
ル
子
85
　
木
渋

末
永
フ
サ
子
　
85
　
角
郷

橋
元
　
露
　
　
82
　
櫃
ヶ
迫

外
園
　
光
行
　
91
　
城
内

小
森
　
勝
家
　
90
　
橋
掛

野
　
　
順
吉
　
83
　
愛
宕

三
腰
　
栄
子
　
60
　
泊
野
高
峰

野
田
　
一
成
　
101
　
天
神

楠
木
園
靖
男
　
74
　
紫
尾
上

滿
園
　
静
枝
　
94
　
鶴
田
大
角

原
　
　
ユ
リ
　
89
　
須
杭

池
之
野
サ
ツ
子
87
　
池
之
野

　
　
　
　
郎
　
83
　
西
手
西

西
　
　
幸
喜
　
85
　
上
川
口

中
園
　
フ
ヂ
　
95
　
上
平
川

さ
つ
ま
町
の
竹
林

　

本
町
は
、
農
林
業
を
基
幹
産
業
と

し
て
栄
え
て
き
た
町
で
す
。
し
か
し
、

近
年
、
農
林
業
・
農
村
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
農
家
戸
数
の
減
少
と
と
も

に
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
達
の
高

齢
化
率
も
70
．
８
％
と
極
め
て
高
く
、

年
々
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
、
農
地

の
荒
廃
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
国
際
化
に
よ
る
輸
入
農

産
物
の
増
加
や
産
地
間
競
争
な
ど
に

よ
り
農
産
物
価
格
は
低
迷
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
林
業
に
お
い
て

も
木
材
価
格
の
低
迷
や
森
林
所
有
者

の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
森
林
の
荒
廃

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

農
林
業
は
、
食
糧
な
ど
の
安
定
供

給
だ
け
で
な
く
、
国
土
や
自
然
環
境

の
保
全
な
ど
多
面
的
・
公
益
的
な
機

能
を
有
し
て
お
り
、
将
来
に
お
い
て

も
人
が
生
き
て
い
く
た
め
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
産
業
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
き
く
変
化
し
て
い

く
中
で
、
今
後
の
農
林
業
の
振
興
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
農
業
を
担
う
、
や
る
気
と
能

力
の
あ
る
「
担
い
手
」
育
成
や
産
地

間
競
争
に
打
ち
勝
つ
「
さ
つ
ま
ブ
ラ

ン
ド
」
の
確
立
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
具
体
的
農
林
業
振
興
対

策
を
庁
内
の
関
係
部
局
は
も
ち
ろ
ん
、

町
内
に
あ
る
国
・
県
な
ど
の
農
林
業

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
・
協
力
し

て
い
く
た
め
、
縦
割
り
行
政
の
枠
を

越
え
た
横
断
的
な
連
絡
会
議
を
設
立
。

ま
た
、
総
合
調
整
を
行
う
専
任
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
設
置
し
て
、
農
林
業

振
興
を
推
進
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。



広
報
さ
つ
ま
２
月
号

№
1
0
7

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〕

〔
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〕

h
ttp

://w
w

w
.satsu

m
a- n

e
t.jp

so
- h

o
se

i@
satsu

m
a- n

e
t.jp

編
集
と
発
行
　
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
 さ

つ
ま
町
役
場
 総

務
課
 

０
９
９
６
ー
５
３
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
４
）

平
成

2
６
年

２
月
６
日
発
行

　
■

一
部

あ
た

り
単

価
４

８
円

（
税

込
）

竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

前原 亜弥香
ま え は ら あ や か

さん
永野小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　22,979人（- 21人） 

　男　　10,628人（-  7人）

　女　　12,351人（- 14人）

    世帯数　9,742世帯

 転入    48人　転出   47人

 出生　  13人　死亡   35人

 （平成26年１月１日現在）

     （　）は前月対比

やさしい看護師を目指して
　私の将来の夢は、看護師になることです。なぜなら、体調が悪

くて病院に行ったとき、看護師さんがやさしく声をかけてくださ

り、苦しかった心も体もほっと楽になったからです。「私も看護

師さんみたいに人を助ける仕事に挑戦してみたい。」と思いまし

た。この大きな夢を胸にいだき、目標を立てて努力し、実現に向

けて中学校でもがんばっていきたいと思います。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

2　月

3　月

2　月

3　月

9日

11日

16日

23日

2日

9日

16日

薩摩郡医師会病院

林田内科

立志病院

クオラリハビリテーション病院

相良医院

薩摩郡医師会病院

木原医院

５３－０３２６

５３－１１７７

５５－９１１９

５３－１７０４

５３－０１６０

５３－０３２６

５２－２７００

9日

11日

16日

23日

2日

9日

16日

青空薬局

ウチ薬局

フタヤ薬局

my薬局さつま

うさぎ薬局

青空薬局

みやんじょ薬局

５２－０１０１

５３－００６３

５９－２０３３

２９－３１００

５２－４１１６

５２－０１０１

５２－４６５０

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
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